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新しいごみ処理施設について 「ごみ処理の現状について」 ～ ごみ焼却施設の現在と過去 ～

和歌山駅和歌山市役所

第１清掃工場
15ｔ／８ｈ×4炉
和歌山市塩屋１丁目５番１７号
昭和４７年 ８月 竣工
昭和６０年１２月 閉鎖
※ 現在は災害廃棄物ヤードとして活用

第２清掃工場
１8０ｔ／日×２炉
和歌山市森小手穂４７番地の３
昭和５０年 ３月 竣工
平成１０年 ３月 閉鎖
※ 現在 和歌山市消防活動センター

東消防署岡崎分署

第２清掃工場

第１清掃工場

青岸エネルギーセンター
和歌山市湊１３４２番地の３
昭和６１年 ３月 竣工
２００ｔ／日×２炉
※ 焼却炉２炉稼働中

青岸クリーンセンター
平成１０年 ３月 竣工
１６０ｔ／日×２炉
平成２７年度 １号炉休炉
令和 ２年度 ２号炉休炉
※ 中継施設として活用

N

46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

：大規模改修工事 ：設備改修工事 ：中継施設化

平成

青岸エネルギーセンター

青岸クリーンセンター

第２清掃工場

平成10年から令和2年（23年間使用）　※現在、中継施設として使用中

昭和47年から昭和60年（14年間使用）

昭和50年から平成10年（24年間使用）

令和昭和

第１清掃工場

昭和61年から令和14年度末予定　（令和６年度で38年使用）

出典：国土地理院ウェブサイト Landsat8画像（GSI,TSIC,GEO Grid/AIST),Landsat8画像
(courtesy of the U.S.Geological Survey),海底地形（GEBCO）（編集・加工：[和歌山市]）
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新しいごみ処理施設について

施 設 名 クリーンセンター ストックヤード 汚泥再生処理センター エネルギーセンター

用 途 ごみ貯留 ごみ・資源選別 し尿処理 ごみ焼却

竣 工 平成10年3月 平成30年3月 平成29年3月 ※ 昭和61年3月

令和6年度時点 26年経過 6年経過 7年経過 38年経過

令和15年度時点 35年経過 15年経過 16年経過 47年経過

敷地面積 6,991㎡ 6,855㎡ 9,166㎡ 11,146㎡

建築面積 3,881㎡ 1,681㎡ 2,949㎡ 4,834㎡

処理方式 流動床式焼却炉 ―
前脱水

+生物学的脱窒素処理方式
ストーカ式焼却炉

処理能力
320t/日（160t/日×２

炉）
― 484kℓ/日 400t/日（200t/日×2炉）

ごみ貯留量 約4,700㎥ ― ― 約4,800㎥

発電設備 3,500kW ― ― 4,300kW

建設費用 約180億円 約5.5億円 約64億円 約80億円

備 考

１炉休止：平成２８年１月
２炉休止：令和３年２月
令和3年度からごみ中継施設として
利用している。

※平成2８年6月運転開始 ・ﾀﾞｲｵｷｼﾝ低減対策工事:約４６億円
平成11年7月から平成14年3月

・延命化基幹改良工事 ：約６４億円
平成24年9月から平成27年9月

青岸清掃センター全体
青岸クリーンセンター

青岸汚泥再生処理センター青岸ストックヤード

青岸エネルギーセンター

「ごみ処理の現状について」 ～ 青岸清掃センターの現況 ～

臨港道路（公道）

画像提供者: Google Earth | データ提供者: © 2025 Google （編集・加工：［和歌山市］）
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新しいごみ処理施設について

これまでの整備検討
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新しいごみ処理施設について 「これまでの整備検討」 ～ 施設整備の方向性 ～

方針１ 持続可能社会の形成に寄与する施設
●ごみ処理に伴い発生するエネルギーを効率的に活用する施設とする。
●カーボンニュートラルに関する取り組みを強化し、脱炭素に寄与する施設とする。

方針２ 安定的で、安全・安心なごみ処理を確保する施設
● 安定的な処理体制を確保できる施設とする。
● 安全な運転に努め、地域住民の安全・安心を確保できる施設とし、建設工事中の安全

対策や災害時の防災機能にも配慮した施設とする。

方針３ 地域と共存する施設
● 環境学習を推進するとともに、ごみ処理に関する情報発信を行い、住民の意識向上に

資する施設とする。

方針４ 経済性に優れた施設
● 施設整備にあたっては、環境保全や安全対策に十分配慮した上で、設備の合理化・コ

ンパクト化を図り、建設費及び維持管理費を節減するなど、財政支出が可能な限り
低減できる経済性に優れた施設とする。

青岸エネルギーセンターは、稼働後38年が経過し、施設全体の経年劣化と老朽化が進
行しているため、近い将来、施設全体を更新することが必要となっています。こうした
ことから、本市ではごみ処理施設の整備にあたり、４つの方針を念頭に置いて考えまし
た。
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新しいごみ処理施設について

施設概要 令和１５年時点でクリーンセンターは竣工後35年経過

更新内容 建替えせずに設備を更新する。

使用期間 15年

工事期間 5年間（実施設計含む）

発電設備 約8,250ｋW

津波浸水深 最大浸水深 ３ｍ（※現状は対策ができていない）

「これまでの整備検討」 ～ 施設整備の検討について ～

設備更新に係る課題
･焼却炉の点検期間中に必要なごみを貯める容量が確保できない。（ごみ処理ができない）
･エネルギーセンター・クリーンセンター共、津波対策ができていない。
（令和15年度でエネルギーセンターが竣工後47年経過となり建屋の老朽化で使用が困難になる。）
･建屋寿命を考慮すると、更新後、使用期間は１５年となる。
･エネルギーセンターが使用できなくなることで、市民の自己搬入車両と収集車がクリーンセンターとストックヤードに集中するため、

車両の滞留時間が増加し敷地内に収まらず、現状よりも、車両が構内や公道で渋滞することが予想される。

廃棄物処理施設としての建屋寿命が迫る中、更新後の運用課題がクリアできず、ごみ処理の責任が果たせ
ないためケース①の検討を終了としました。（次に建て替えの検討に移りました。）

クリーンセンター敷地のみでは新炉建設は面積が小さく対応
できないため、建屋を活用した設備更新について検討を行い
ました。
・要点

-津波対策
-更新中のごみ処理
-更新後、焼却炉点検時のごみピット容量
-更新後の建屋寿命
-車両の搬入動線（更新後）

エネルギーセンターは、
R15年以降、設備・建屋の
老朽化のため稼働を停止する

敷地面積
6,991㎡

画像提供者: Google Earth | データ提供者: © 2025 Google （編集・加工：［和歌山市］）

6



新しいごみ処理施設について

事業費 612億円

工事期間中（６年間）
のごみ処理

クリーンセンターのごみピットが使えなくなることによる近隣市町への処理委託が必要
ストックヤードの代替機能が必要

工事期間 7年間（設計・解体の期間を含む）

脱炭素への取組み ごみ発電・メタン発酵設備

津波浸水深 最大浸水深 ３ｍ

備考 土壌汚染状況の調査・解体に伴う調査（アスベスト・ダイオキシン）

「これまでの整備検討」 ～ 施設整備の検討について ～

青岸エネルギーセンター
焼却炉稼働中

ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ

次の要点を踏まえ新施設の建設検討を行いました。
・要点

-新たな脱炭素への取組み
-災害対策
-ストックヤードの代替機能の確保（工事期間中）
-ごみ処理への影響（工事期間中）
-車両の搬入動線
-周辺事業者への影響

敷地面積
13,846㎡

エネルギーセンターは、
R15年以降、設備・建屋の
老朽化のため稼働を停止する

青岸での施設更新（新築）に係る課題
・津波浸水対策による盛土で有効面積が小さくなることから、搬入車両の安全確保ができない。
・１施設とすることで、搬入車両が施設内に収まらず周辺道路（公道）で渋滞を起こし近隣企業の事業運営に支障をきたす。
・エネルギーセンターの点検期間中、ごみが処理できないため、近隣市町に処理依頼が必要となる。（工事期間中）
・ストックヤードの代替機能（整備費：約2憶円）

車両動線の確保に制限があるなど課題が多いため、現有地以外の土地で事業検討を行いました。

画像提供者: Google Earth | データ提供者: © 2025 Google （編集・加工：［和歌山市］）
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新しいごみ処理施設について

エネルギーセンター 自己搬入ルート
（トラック等 大型ごみ）

自己搬入入口から 470ｍ
（車収納台数 約67台分）

令和5年度 日最大820台
（令和5年12月30日（土））

平均123台/h 最大250台/ｈ
自己搬入
受付時間

9:00から15:30ストックヤード 自己搬入ルート
（乗用車・バイク・自転車）

自己搬入入口から 270ｍ
（車収納台数 約38台分）

令和5年度 ※日最大約1,164台
（令和5年12月30日（土））
※1,164台内訳（ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ820台・ｸﾘ344台）

平均153台/ｈ 最大300台/h

動物受付

収集車(家庭系・事業系)ルート

収集車ルート（家庭ごみ・許可車両）

～ 施設整備の検討について ～ （現況の車両動線と搬入車両台数）

🚩
自己搬入入口

施設の車両動線の問題点整理
・市民の自己搬入は現況の下記ルートにおいても車両が収ま

らず、周辺道路（公道）に車両がはみ出し渋滞を起こすこ
とがあり、周辺企業(12社)の事業運営に影響を与えて
います。

・エネルギーセンターでは、収集車と市民の自己
搬入車両の動線が一部重複し、事故の危険や
車両渋滞の原因となっています。

車両動線

現在の3施設でも難しい搬
入への対応が、1施設で対応
できる動線計画としなければ
ならない。

・建築面積の確保だけでなく
敷地内に車両が収まるよう
計画する。

・収集車と一般搬入車両の安
全確保が図れる動線計画と

する。

改善するには

：渋滞発生個所（臨港道路 公道）

令和6年12月30日撮影（渋滞状況）

エネルギーセンター

N
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新しいごみ処理施設について

候補地面積 約45,000㎡

工事期間 6年間

脱炭素への取組み
ごみ発電・メタン発酵設備

「CO2回収技術の導入可能性」

津波浸水深 最大浸水深２ｍ

インフラ整備 未整備のため関連機関との協議が必要

備考

土壌調査・用地測量・地質調査
モニタリング（廃棄物埋立地内のため）

周辺海域「排水基準」、地表「可燃性ガス」
地中「保有水」等

～ 施設整備の検討について ～（西防波堤沖埋立地へ移転）

・要点
-インフラ未整備
-廃棄物埋立地に伴う調査
-土地の借用の検討

青岸エネルギーセンター
焼却炉稼働中

ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ

候補地
約22,000㎡

建設候補地として青岸地先の埠頭用地への建設の可能
性について以前から、県と協議を行ってきました。

しかし、港湾用地（埠頭用地）としての用途が決まっ
ていることから、用地の確保に至りませんでした。

一方、県から代案として西防波堤沖埋立地の提示が
あったため候補地として検討を行いました。

インフラ整備は必要ですが、ケース②の課題が全てクリアできるため、費用面を含め現有地との比較検討
を行うこととしました。

現有地以外の建設用地の検討

候補地
約45,000㎡

画像提供者: Google Earth | データ提供者: © 2025 Google （編集・加工：［和歌山市］）

画像提供者: Google Earth | データ提供者: © 2025 Google （編集・加工：［和歌山市］）
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新しいごみ処理施設について

クリーンセンター+ストックヤード敷地への建設 西防波堤沖埋立地へ移転

建設予定地から
半径２ｋｍ円

条 件 ケース② ケース③

事 業 費 （税込） 612.0億円 611.4億円

交付対象事業(1/2) 焼却施設に関する部分 255.8億円 255.8億円

交付対象事業(1/2) ﾒﾀﾝ発酵設備 55.8億円 55.8億円

交付対象事業(1/3) 解体費 42.8億円 ※１ ―

交付金上限を超えた事業（対象外） 111.1億円 111.1億円

交付対象外事業 外構・造成工事等 146.5億円 188.7億円（廃棄物処分費等含む）

財
源
内
訳

交付金 170.0億円 155.8億円

地方債 359.2億円 365.1億円

一般財源 82.8億円 90.5億円

交付税措置 140.9億円 137.6億円

建設工事の実質負担額 301.1億円 318.0億円

住居無住居有

～ 施設整備の検討について ～（施設更新（新築）の費用比較検討）

エネルギーセンター解体費
36.9億円（交付対象外）

新施設建設での解体交付対象が1施設のため対象外
老朽化により活用できない（全額 一般財源）

36.9億円（交付対象）
新施設竣工後3年以内の解体に限る。
（交付率1/3）交付税措置後、市負担額19億円

※１クリーンセンター解体費 新施設建設にあたり解体費が交付対象（1/3） クリーンセンターは施設寿命まで活用できる

エネルギーセンターは施設の老朽化を考慮し解体します。

エネルギーセンター解体費を含めた事業費 648.9億円 648.3億円 （682.3億円）

エネルギーセンター解体費を含めた実質負担額 338.0億円 337.0億円 （371.0億円）

画像提供者: Google Earth | データ提供者: © 2025 Google （編集・加工：［和歌山市］）

インフラ整備に係る費用について(用地費含む) ― 想定金額 34.0億円（市以外の負担費用を含む）
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新しいごみ処理施設について ～ 施設整備の検討について ～（建設用地の比較検討）

敷地面積
45,000㎡

青岸での施設更新（新築）に係る要点

・工事期間中、ごみの受入れや処理に支障が出る。
・車両の通行に必要な動線の確保ができない。

西防波堤沖埋立地への移転に係る要点

・インフラ未整備
・廃棄物埋立地に伴う調査
・土地の借用の検討

敷地面積
13,846㎡ エネルギーセンターは、

R15年以降、設備・建屋の
老朽化のため稼働を停止する

ケース②では、工事期間中（約7年間）のごみ処理への影響があります。また、現状３施設の機能を約半分
の面積に集約しようとすると、施設配置と車両動線の両立が図れず施設運営が現況よりも悪化し、効率的な
ごみ処理施設とすることができません。
ケース③では、敷地面積が広くなることでケース②で挙げた問題が解決できます。一方、インフラ整備につ
いては関係機関と協議中の段階であるものの、基本方針を満たし、環境負荷の低減が図られ、脱炭素社会の
実現に寄与できます。
よって、ケース③の西防波堤沖埋立地で事業を行うことが最適であると判断しました。

画像提供者: Google Earth | データ提供者: © 2025 Google （編集・加工：［和歌山市］）

画像提供者: Google Earth | データ提供者: © 2025 Google （編集・加工：［和歌山市］）
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新しいごみ処理施設について

次期予定施設の特徴
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新しいごみ処理施設について 「次期予定施設の特徴」 ～ メタン発酵設備について ～

・持続可能社会の形成に寄与する施設として カーボンニュートラルへの取組み
国では、2050 年までに温室効果ガスの排出を実質ゼロとする「カーボンニュートラル」が宣言されまし
た。新たな脱炭素への取組みを検討するにあたり、廃棄物系バイオマスの利活用について、「温室効果ガ
スの排出削減により気候変動対策にも資することから、地域特性に応じて、ごみ飼料化施設、ごみ堆肥化
施設、燃料化施設、メタンを高効率に回収する施設等の整備を推進する」としており、和歌山市ではごみ
発生量・敷地条件・事業費に占める財政支援等から焼却施設にメタン発酵設備を併設する方式を採用する
こととしました。

■メリット
①発生したメタンガスで発電や燃料等への応用が期待できる。
②CO2の削減ができ、環境価値が得られる。
③交付金の優遇が受けられる（交付率が一部、1/3から1/2に）
④焼却ごみの減量を図ることができる。（焼却施設規模の縮小）

➡ 排ガス量の削減により脱炭素に寄与する。

■必要面積 約4,300㎡

メタンガスで発電を行った場合
（50t/日想定）で得られる環境価値※

“987 tCO2”は杉の木 約70,000本
が1年間に吸収するCO2量に相当

試算根拠：近畿中国森林管理局/森林・樹木の
もつ二酸化炭素吸収の働き 参照

※火力発電所等が本来発電する電力が、メタン発電した電
気を売電・供給することにより減少することから得られる
環境価値

メタン発酵設備の併設による効果
二酸化炭素排出削減量（年間） 987 tCO2

焼却による二酸化炭素量との比較 約2.5％の削減

メタン発酵設備とは
焼却処理している生ごみ等の廃棄物系

バイオマスを機械選別してメタン発酵さ
せ、バイオガスを回収する施設であり、
ごみ発電よりも高効率のエネルギー回収
が可能となります。

メタン発酵設備に係る費用

メタン発酵設備工事費（経費含） 税込

工事費 55.84(億円)

交付金（1/2） 27.92(億円)

地方債 25.12(億円)

一般財源 2.80(億円)

交付税措置額 12.56(億円)

実質負担額 15.36(億円)

収入）

メタン発電売電収入(年) 1.1(億円)

20年間

22.0(億円)

支出）

人件費・用役費・修繕費（年） 0.33(億円)

20年間

6.60(億円)
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新しいごみ処理施設について

問い合わせ先
和歌山市 市民環境局 環境部

青岸清掃センター
説明会・新しいごみ処理施設に関すること 青岸クリーンセンター 073-433-6663
ごみ焼却に関すること 青岸エネルギーセンター 073-428-4153

収集センター
ごみの収集、集積場所、ふれあい収集に関すること 北事務所 073-471-1503

西事務所 073-453-0253
ごみの自己搬入・粗大ごみに関すること 青岸ストックヤード 073-435-5560
粗大ごみの収集申込 粗大ごみ受付センター 0570-666-202

廃棄物対策課
その他ごみに関すること 廃棄物対策課 073-435-4352

※この説明資料は、４月上旬をめどに和歌山市ホームページに掲載します。

ご清聴ありがとうございました
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